
　

世
界
に
は
1
・
5
億
人
の
児
童
労
働

者
が
存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ

れ
は
子
ど
も
（
５
〜
17
歳
）
10
人
に
一

人
の
割
合
だ＊

2

。
世
界
第
2
位
の
カ
カ
オ

豆
生
産
地
で
あ
る
ガ
ー
ナ
で
も
、

1
8
9
万
人
の
児
童
労
働
者
が
い
る

と
さ
れ
て
い
る＊

3

　

ガ
ー
ナ
の
カ
カ
オ
豆
の
年
間
取
引
額

は
約
2
1
0
0
億
円
に
上
る
が
、
約

80
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
小
規
模
カ
カ

オ
農
家
の
収
入
は
一
日
に
50
円
ほ
ど
。

カ
カ
オ
生
産
の
現
場
で
は
多
く
の
労
働

力
が
必
要
だ
が
、
貧
し
い
農
家
は
大
人

を
雇
え
な
い
た
め
、
労
働
力
を
補
う
た

め
に
子
ど
も
を
働
か
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
。

　

児
童
労
働
は
子
ど
も
か
ら
教
育
の
機

会
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
成
長
途
上
に

あ
る
心
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
法
や
権
利
の
観
点
か
ら

は
、
就
労
最
低
年
齢
に
満
た
な
い
子
ど

も
を
働
か
せ
る
こ
と
は
法
律
違
反
で
あ

り
、
人
身
取
引
な
ど
最
悪
の
事
態
も
発

生
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
子
ど
も

の
尊
厳
と
潜
在
的
な
能
力
を
搾
取
す
る

大
き
な
脅
威
だ
。

生
産
者
か
ら
政
府
ま
で

現
地
の
取
り
組
み
に
協
力

　

カ
カ
オ
豆
の
輸
入
の
約
7
割
を
ガ
ー

ナ
に
頼
る
日
本
に
も
果
た
す
べ
き
役
割

が
あ
る
。
カ
カ
オ
農
家
に
お
け
る
児
童

労
働
を
撤
廃
す
る
た
め
に
は
、
カ
カ
オ

の
品
質
向
上
と
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
改
善
に
よ
り
、
カ
カ
オ
が
適
正
に

取
り
引
き
さ
れ
、
生
産
者
が
労
働
に
見

合
っ
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
2
0
2
0
年
2
月
、

J
I
C
A
は
他
の
開
発
機
関
や
民
間

金
融
機
関
と
連
携
し
、
カ
カ
オ
を
買
い

取
り
流
通
さ
せ
る
ガ
ー
ナ
コ
コ
ア
協
会

に
対
し
て
総
額
1
億
米
ド
ル
（
日
本
円

で
約
1
0
6
億
円
）
の
融
資
を
実
施

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
栽
培
の
技
術
的

改
良
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
生
産

の
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
流
通
販
売
ま

で
の
長
い
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
包
括

的
に
改
善
す
る
こ
と
を
ね
ら
う
。

　

ま
た
児
童
労
働
撤
廃
に
向
け
た
制
度

構
築
に
も
着
手
し
て
い
る
。
ガ
ー
ナ
政

府
は
18
年
に
児
童
労
働
撤
廃
に
向
け
た

第
二
次
国
家
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
「
チ
ャ
イ
ル
ド
レ

イ
バ
ー
・
フ
リ
ー
・
ゾ
ー
ン
（
以
下
、

C
L
F
Z
）
設
置
の
た
め
の
手
順
お
よ

び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
文
書
」
を
20
年
3
月

9
日
に
施
行
し
た
。
C
L
F
Z
は
「
児

童
労
働
の
問
題
が
起
き
た
と
し
て
も
、

総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
仕
組
み
が
存
在
し
、
機
能

し
て
い
る
地
域
」
と
定
義
さ
れ
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
C
L
F
Z
認
定
の
た

め
に
必
要
な
条
件
、
審
査
方
法
や
指
標
、

関
係
機
関
の
役
割
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
国
際
労
働
機
関

（
I
L
O
）
や
労
働
組
合
、
現
地

N
G
O
な
ど
と
も
連
携
し
つ
つ
、
日

本
の
N
G
O
の
A
C
E
や
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
全

面
的
に
協
力
し
、
ガ
ー
ナ
雇
用
労
働
省

が
作
成
し
た
。

「
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
カ
カ
オ
産
業

だ
け
で
な
く
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
基
準

に
則
っ
た
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
児
童

労
働
撤
廃
の
動
き
が
国
全
体
に
広
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
A
C
E
事

務
局
長
の
白
木
朋
子
さ
ん
は
語
る
。
今

後
A
C
E
は
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

企
業
の
ア
イ
・
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
と
と
も
に

J
I
C
A
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

ガ
ー
ナ
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｆ
Ｚ
制

度
の
強
化
と
普
及
を
目
指
す
事

業
を
行
っ
て
い
く
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

協
働

　

日
本
国
内
の
連
携
も
進
む
。

2 0 2 0年6月、I L Oと
JICAは児童労働とビ
ジネスに関するオン
ラインセミナーを共
催した。「民間からも
多くの参加者が集ま
り、世間の注目が高
まっていることを感じ
ました」と山下さん。

ガ
ー
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
や

中
南
米
、
ア
ジ
ア
の
途
上
国
の
カ
カ
オ

産
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
目
指
す
連

携
の
場
と
し
て
、
J
I
C
A
は
20
年

1
月
に
「
開
発
途
上
国
に
お
け
る
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
・
カ
カ
オ
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立
し
た
。

「
カ
カ
オ
産
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
多
様

な
関
係
者
が
参
加
す
る
こ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
カ
カ
オ
を
取
り
巻
く
現
状

と
課
題
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
取

り
組
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
カ
カ
オ
産
業
の
実
現
に
向
け
た
関
係

者
の
協
働
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
J
I
C
A
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

平
和
構
築
部
の
山
下
契

ち
ぎ
る

さ
ん
は
話
す
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
森
永
製
菓
は
特

別
期
間
に
販
売
さ
れ
た
対
象
商
品
1
個

に
つ
き
1
円
を
寄
付
す
る
「
1
チ
ョ
コ

f
o
r
1
ス
マ
イ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。
不
二
製
油
は「
カ
カ
オ
豆
・

カ
カ
オ
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上

の
児
童
労
働
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
ゼ

ロ
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
20
年
6
月

に
発
表
す
る
な
ど
、
各
社
も
活
動
を
活

発
化
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
尊
厳
を
守
る
社
会
に
向
け

て
、
生
産
現
場
か
ら
消
費
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
関
わ
る
関
係
者
が
協
力
し

て
、
多
様
な
切
り
口
か
ら
児
童
労
働
を

撤
廃
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
官
民
を

超
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
に
よ
る

人
間
の
安
全
保
障
実
現
の
た
め
の
試
み

に
な
る
だ
ろ
う
。

「チャイルドレ
イバー・フリー・
ゾーン設立のた
めの手順およ
びガイドライン
文書」。

ガイドラインの施行を宣言するイグナチウス・
バフォー・アウア雇用労働大臣。ACEやデロ
イト トーマツ コンサルティングなど日本からの
協力に感謝を述べた。児童労働撤廃に向けた

制度構築の大きな一歩
みんなで

協力していこう！

国際協力NGO ACE
白木朋子（しろき・ともこ）さん
　CLFZガイドライン作成の中心的役割を果たした、ガーナ
雇用労働省やILO、農業労働者組合、NGOなどの専門家
委員会のメンバー（白木さんは前列左から2人目）。

ACEの取り組みについて、
詳しくはこちらから

＊1 農産物の生産から加工、流通・販売、そして市場における消費に至るまでのつながり（チェーン）のそれぞれの段階
で付加価値を高め、より大きなメリットをもたらすことを目指すシステムや考え方のこと。

＊2 2017年、国際労働機関（ILO）。
＊3 2014年、ガーナ統計局。

Republic of Ghana

ガーナ
国名  ：ガーナ共和国
通貨 ： ガーナセディ
人口 ：約2,977万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：英語、各民族語

首都：アクラ

児童労働撤廃に向けて力を結集
日本が輸入するカカオ豆の約7割を生産しているガーナ。
その現場では生産者の貧困や児童労働といった課題が指摘されており、「人間の安全保障」が脅かされている。
この問題を解決するためには、生産地の人々が抱えるさまざまな課題を解決していくことに加え、
流通を担う組織、チョコレートを製造・販売する民間企業、そして消費者まで、
バリューチェーン＊１に関わる一人ひとりの意識と行動の変革が必要だ。
文●坪根育美

新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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